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わが国のナタネ育種は,こ れまで耐病性 耐倒伏性 ,多

収性,子実の外観などに重点が置かれ,油質すなわち,脂

肪酸組成改良の育種にはあまり重点が置かれなかった。し

かし,今後は食品 .栄養的見地から脂肪酸組成改良の育種

は極めて重要な問題と考えられる。ナタネの油脂は食用と

しては好ましくないと言われるエルシン酸及びリノレン酸

の合量が多く,食用として望ましいオレイン酸及びリノー

ル酸の含量が少ない。カナダ ヨーロッパにおいてはエル

シン酸を全 く含まない品種 系統を育成しており,WHO
では低エルシン酸品種の育成について勧告を出すなど,脂

肪酸組成の改良が強 く要請 されてきている。

そこで,脂肪酸組成の異なる外国隔種と日本品種 との交

雑を行い,良質脂肪酸組成品種の育成を進めているが,本

報では外国の無エルシン酸品種及び日本の主要品種の脂肪

酸組成並びに,そ の交雑 F2rq子のエルシン酸含量の出現

頻度について検討を行ったので,その概要を報告する。

2 材 料 及 び 方 法

脂肪酸組成の分析は,外 国の無エルシン酸品種 として

Lesi=3及 びTowerの 2品種,日 本品種 として トワダナタ

ネ,青三系 1, ミホナタネ及び磯部在来の 4品種または系

統を供試した。また,無 エルシン酸品種 と日本品種との交

雑 F2種子のエルシン酸の出現頻度は トワダナタネX Twer

の単交|・L,(Lesira X青三系 1)X Ttterの 三系交配各 1

組合せの材料である。なお,供試品種の うち,磯部在来は

,.“ 2″9`γ

`夕

に ,lLは B れαρお に属する。

脂肪酸の分析はガスクロマトグラフ(以下GCと呼称 )

によった。各品種共 005′ ,F2種子は各 1粒 を粉砕 し,こ

れをカリウムメテレートに溶かし,湯浴上で還流冷却を行

い,脂肪酸のエステル化を行った。これを lN硫酸で中和

したのち,n― hexanで抽出し,こ れをロータリーエバボレ

ーターを用い減圧下で D― h exanを とばし,残澄をOCの試

料とした。

CCは内径 3露 ,長 さ22の ガラスカラムにchrom。 30rb

W(AW―DMCS)60～ 80 meshを 担保とし,10%の Poly―

dietylen glycol Succin8te(DECS)を 液相 としたもの

を充鎮し,カ ラム温度 190℃ ,キ ャリアガスに窒素を用いて

脂肪酸エステルを分別 した。検出器は島津 GC-7Aの FID

を用いた。各脂肪酸の同定は,テ ンションタイムと炭素数

の二次元表示法並びに標準試料を用いた保持比による方法

を併用 した。また,各脂肪酸の含量はデータ処理装置によ

り全脂肪酸に対する百分率として算出された。なお,エ イ

コセン酸のビークはり′レン酸のそれと重なり分別できな

かった。従って,本報での リノレン酸はエイコセン酸を含

んだ値である。

3 結 果 及び 考 察

1 無エルシン酸品種 ,日本品種の脂肪酸組成

分析に供試 した品種・系統の脂肪酸組成は表 1に示す。

無エルシン酸品種はオレイン酸を主体にリノール酸, リノ

レン酸,パル ミチン酸,ス テアリン酸,そ れに僅少ではあ

るがアラ■ド酸 ,エ イコサジェン酸などが含まれ,炭素鎖

数 16～ 20の脂肪酸に限定されている。これに対 し日本品

種はエルシン酸が 41～ 50%で最 も多く,次 いでオレイン酸 .

リノレン酸 , リノール酸,パルミチン酸などで,僅少では

あるがステアリン酸,アラキ ド酸,エ イコサジェン酸,ド

コサシェン酸 ,べヘン酸 ,それにリグノセリン酸,ネ ルボ

ン酸など,炭素鎖数 16～ 24の範囲で 12～ 13種の脂肪酸を

含有することが認められた。

2 交雑 F2種子のエルシン酸含量の出現頻度

単交配及び三系交配の Fl植物を自殖して得 られた F2種

子について,脂肪酸組成の分析を行い,そ の中のエルシン

酸含量についての頻度分布を図 1に示す。出現頻度は,単

交配では無エルシン酸の階級を含め5の ピークが認められ ,

三系交配では 3～ 4の ピークが認められた。

エルシン酸含量は累積的に働 く2対の同義遺伝子(El E2)

によって支配され,無 エルシン酸の遺伝子型はこの二重劣

性 (el el c2 e2)に よるという報告
1)が ある。表 1におい

て,交配親である日本品種の トワダナタネ,青三系 1の エ

ルシン酸含量の平均は43%,分析 した日本の 4品種のエル

緒
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シン醸含量の平均は 44%で あった。従 って,エ ルシン酸の

合量を支配するとされる4つの同義遺伝子の各は,それぞ

れ ■%の エルシン酸を支配すると仮定 して階級分けを行い ,

その階級に含まれ るエルシン酸含量の出現頻度を表 2に示

表 1 無エルシン酸品種 .日 本品種の脂肪酸組成

した。そして,上記仮説から期待される分離比 との適合度

をノ検定 した結果,単交配では 1:416:4:1の 期待比

に適合することが認められた。このことは,日本品種と無

エルシン酸品種 との交雑F2種子では全体の 1/16の割合で

注  1)
2)

分析値は0057(約 15粒 ),3反覆の平均値である。
( )内の数字は各脂肪酸の炭素鎖数 と不飽和度を示す。

ェルシン綾含有辛 (%)

図 l F2種 子のエルシン酸含有量の頻度分布

表2 エルシン酸の含量による階級別出現頻度

注 単交配の分離比は 1:4:6:4:1,三系交配のそ

れは25:20:14:411と して Ir2を 計算した。

無 エルシン酸の種子が得 られることを示 している。

次に,三系交配については無エルシン酸品種の戻 し交雑

に相当する。従 って ,こ のときのエルシン酸合量について

の分離比は25:20:14:411と なる。この組合せにおいて

もエルシン酸含量の出現頻度はこの期待比に矛盾 しない。

このことは,上記の単交配における遺伝様式 を肯定するも

のであろう。

以上のように,エ ルシン酸含量は日本品種 と外国の無エ

4摘

,累積的に働 く2対 の同

を示 し,李 ら2)の行 った

要

無エルシン酸の外国品種 と日本の主要品種について,そ

の脂肪酸組成を分析するとともに ,そ の交雑 F2種 子 にお

けるエルシン酸含量の出現頻度について検討を行った。そ

の結果 ,

1 無エルシン酸品種はオレイン酸を主体に炭素鎖数16

～ 20の脂肪酸に限定 されているのに対 し,日本品種はエル

シン酸を主体に炭素鎖数 16～ 24の範囲で 12～ 13種 の脂肪

酸を含有することが認められた。

2 無エルシン酸品種 と日本品種 との交雑 F2種 子の エ

ルシン酸含量の出現頻度は,単交配では 1:4:6:4:1,

無 エルシン酸品種の戻 し交雑では 25:20:14:4:1の 期

待比に適合した。このことからエルシン酸含量は,日 本品

種 と外国の無エルシン酸品種 との交雑においても,累積的

に働 く2対の同義遺伝子によって支配 されることが確認 さ

れた。
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ルシン酸品種との交雑においても

義遺伝子によって支配 されること

実験 とはぼ同様の結果が得 られた
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